





The relationship between maternal consciousness, 
stress coping abilities, and parenting stress
Yui Shimazawa
Graduate School of Human Ecology, Kinjo Gakuin University
Attachment and hospitalism theories suggest that mothers greatly influence their child’s development. However, in recent
years, there has been a noted increase in problems such as child abuse and maternal depression in the child rearing period 
and　these issues pose a huge social problem. Thus, parenting support has begun to be emphasized as a necessity.
Therefore, this study examines the relationship between maternal consciousness stress coping abilities, and parenting 
stress. Furthermore, the study focused on understanding whether maternal stress was related to maternal consciousness and 


















































































































































































因子 項目 第 1 因子 第 2 因子
子ども関連ストレス 5． ぐずるとなだめにくい .80 .31
4． 抱き癖がついた .78 -.03
7． 激しく泣く .76 .17
6． 寝つきが悪い .75 .07
3． かんしゃくをおこす .74 .37
11． どう接すれば良いか分からない .57 .50
1． 夜泣きがひどい .55 .37
10． 睡眠時間がまちまち .54 .28
9． 子どもの気がちりやすい .43 .25
母親関連ストレス 14． 育児について何かにつけ後悔する -.096 .84
16． 子どもの悪い面を自分のせいだと思う .21 .79
15． 子どもを放りだしたい .07 .72
12． この先どう育てるか分からない .37 .63
13． 感情的に接してしまう .33 .90
2． 子どもの体の調子が悪い .29 .59
20． 夫を煩わせて悪い .46 .55
18． 情報が多くて混乱する .15 .55
17． 夫が子どもをかまわない .38 .39
表1－2　母性意識尺度の因子構造
因子 項目 第 1 因子 第 2 因子
MP 3． 母親としてふるまっているときが一番自分らしいと思う .84 -.32
MN 2． 母親になったことで人間的に成長できた .70 -.07
6． 母親であることに充実感を感じる .69 -.40
4． 母親であることに生きがいを感じている .65 -.51
1． 母親であることが好きである .62 -.40
5． 母親になったことで気持ちが安定して落ち着いた .60 -.35
MN 10． 自分は母親として不適格なのではないだろうか -.33 .71
12． 母親であるために自分の行動がかなり制限されている -.16 .65
8． 育児にたずさわっている間に，世の中からとり残されていくように感じる -.24 .65
7． 子どもを育てることが負担に感じられる -.25 .55
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3 項目を除外した（表 1 − 3 ）。また，信頼性分析
の結果，第 1 因子の「情動焦点型」がα＝.71，第






因子 項目 第 1 因子 第 2 因子 第 3 因子
情動焦点型 6． 時の過ぎるのにまかせる .67 -.36 -.07
8． 大した問題ではないと考える .66 .17 .21
13． こんな事もあると思ってあきらめる .64 .10 .01
4． なるようになれと思う .63 -.20 -.15
14． 今の経験はためになると思うことにする .35 .27 .02
問題焦点型 9． 問題の原因を見つけようとする -.04 .82 -.12
1． 現在の状況を変えるよう努力する -.14 .60 .24
12． 情報を集める .03 .42 .15
回避・逃避型 3． 自分で自分を励ます .09 .04 .80
5． 物事の明るい面を見ようとする .39 -.06 .62
2． 先のことをあまり考えないようにする .33 .32 .48
表1－4　各尺度における平均と標準偏差








子ども関連 母親関連 MP MN 問題焦点型 情動焦点型 回避・逃避型
子ども関連ストレス .571** -.044 .384** .178 -.055 -.088
母親関連ストレス -.250 .466** -.006 -.120 -.121
MP（積極的・肯定的） -.607** .208 .180 .126
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